
富山県からのお知らせ

富山県成長戦略

ウェルビーイングの推進

関係人口の創出・拡大

●わたしの、みんなのウェルビーイング・アクション！

お問い合わせ
知事政策局成長戦略室戦略企画課
〒930-8501 富山市新総曲輪1-7 県庁本館3階
TEL：076-444-8916　E-mail：aseichosenryaku@pref.toyama.lg.jp

お問い合わせ
知事政策局成長戦略室ウェルビーイング推進課 
〒930-8501 富山市新総曲輪1-7 県庁本館3階
TEL：076-444-8489　E-mail：aseichosenryaku@pref.toyama.lg.jp

　本県では、人口減少・少子高齢化が進む中、新しい富山県のさらなる発展に向け、令和４年２月に「富山県成長戦略」を策定しました。
～ウェルビーイング中心の成長戦略～
　成長戦略では、ウェルビーイングの向上により人材の出入りを活性化させ、次世代の新しい価値を産む人材の育成と集積を図る、
そして、そのような人材が経済成長を創出し、さらにウェルビーイングが向上するという好循環を創出することを目指しています。
富山県成長戦略では、６本の戦略の柱（下図の①～⑥）により、この好循環を創出し、「人づくり」と「新しい社会経済システム」の構築
を進めています。

　富山県では、県民の皆様だけでなく、富山と関わる皆様も含め、ウェルビー
イングを知り・感じて、「自分ごと」とし、身近なことからウェルビーイング向
上の行動に繋げていただくため、双方向型の特設サイト等で、皆様とのコミュ
ニケーションを図っています。
　設問に回答することでご自身のウェルビーイングの状態をチェックでき、
グループでの集計も可能な「ウェルビーイング・チェック」のほか、皆様から
寄せられた「ウェルビダンス」動画なども公開中！
　今後も参加型キャンペーン等を実施予定ですので、ぜひご覧ください。

●ウェルビーイング・コミュニティとやま、参加者募集！
　県出身者等からなるコミュニティや、各分野で富山の活性化・仲間づくり
の活動を行っている人々が交流するコミュニティとして、「ウェルビーイング・
コミュニティとやま」を開設しました。
　富山県のゲートウェイとなるコミュニティを目指し、県としても積極的に活
動支援・情報発信を行っていくことで、関係人口の拡大につなげていきます。
　今後、東京でイベント等も実施予定！富山への熱い思いをお持ちの方、見
るだけでも大歓迎です！
　どなたでもお気軽にご参加ください。

ウェルビーイング（well-being）：
　心も身体も社会的にも“満たされた状態”、実感としての幸せ、心の豊かさ
などを表す言葉

成長戦略のビジョンの実現に向けて、県内
外の方が集い議論を深め、新たな取組みを
創出する場として、毎年、「しあわせる。富山」
を開催しています。
今年度も秋頃に開催予定です。

富山県成長戦略の６つの柱

成長戦略のビジョン
「幸せ人口1000万～ウェルビーイング先進地域、富山～」
 の実現に向けた好循環を創出

①ウェルビーイング戦略
②まちづくり戦略
③ブランディング戦略
④新産業戦略
⑤スタートアップ支援戦略
⑥県庁オープン化戦略

「しあわせる。富山」特設サイト

アーカイブ
動画・記事
配信中！

めぐるとやま：
https://megurutoyama.jp/

コミュニティ公式ノート　 
 https://note.com/wellbeing_toyama/

富山県ウェルビーイング特設サイト
「わたしの、みんなのウェルビーイング・アクション！」
 https://wellbeing.pref.toyama.jp/

●とやまでワーケーションしてみませんか？
　テレワークの拡大により新しい働き方や暮らし方が広まりつつ
ある中、富山の文化や魅力を体験することで今後も関わりを持ち
続けていただける関係人口を創出するため、富山県ではワーケー
ションを推進しています。
　富山県ワーケーションポータルサイト「めぐるとやま」では、県内
のワーケーション施設を始め、モデルコースや、助成金の案内等、
ワーケーションに役立つ情報を発信しています。

寺子屋で｢こんかがき」体験

富山県教育のあゆみにふれる

「原 信夫」顕彰コルトン

ふるさとの優れた先人に会える（総勢157人）

さんすうワールド展
（7～8月）

児童・生徒によるものづくり展
（10～11月）

子どもの目､自然不思議発見写真展
（9月）

当財団では、管理運営する富山県教育記念館（富山市千歳町）において、例年、元気で創造性豊かな子どもたちを育

てる多彩な恒例展や「教育博物館」としての企画展・常設展を開催しています。令和６年度は「富山の教育史料に学ぶ」

として、以下の企画展を行います。ご来県の際は、是非当館にお越しいただき、ご覧くださいますようご案内いたします。

「学童集団疎開」は、今から80年前の太平洋戦争末期、アメリカ軍の本土爆撃に

備え、東京・大阪・名古屋等、大都市部の国民学校初等科の学童を、学校単位に集団

で、より安全な地域に一時移住させたことをいいます。その総数は日本全国で約

58万人以上と推計され、富山県も東京都内の４つの区から15,000人超の子ども

たちを受け入れました。

いつの時代にも戦禍に巻き込まれるのは、弱い立場の人々、特に子どもたちで

す。今日、世界各地では偏見や分断が深刻化し、紛争や侵略が勢いを増す危機的状

況にあります。

本展示では、弊館がこれまで調査収集してきた事柄や収蔵品等を中心に、東京から富山へ逃れて来た子どもたちの生活の様子

を語る資料や絵日記等を展示します。それらを通して、疎開の実相やその時々を子どもたちがどのように受け止めてきたのかを感

じ取り、改めて平和の大切さを考える機会を提供します。 

富山県教育記念館のご案内

「戦火を逃れて富山へ来た子どもたち」
～ 学童集団疎開80周年 ～

－元気で創造性豊かな子どもたちを育てる－

展示期間：４月18日（木）～６月30日（日）

恒例展

企画展

常設展 －「とやまのひとづくり」を再発見できる－

「疎開の子ども 600日の絵日記」より

※顕彰展示中の６人
　原　信夫、吉田　実
　酒井静女
　南　桂子、江尻豊治
　宮武英男

1.ウェルビーイングの向上

「人づくり」と「新しい社会経済システム」の構築

2.人材の出入り
活性化

3.経済成長

「しあわせる。富山」
富山県成長戦略カンファレンス
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